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12定常流存在下において換気量計測可能なFClO換気量計の有用性について
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定常液型人工呼吸器の中には換気量を表示できな ベた。定常流摺加に伴い、誤差は減少しFCI0のー

い機種がある。このような場合に呼気換気量を測定 回換気量の測定値に有意に影響を与えた。

するためには、 Yコネクタと患者の気管内チューブ 【考察】今回の検討で誤差を生じた理由として、

の聞に通常の換気量計を入れて計測するが、死腔の 吸気flowが増加するほどFCI0の表示は有意に小さ

増加やチュープの重量増加のため連続して計測する い値を示したが、ライト換気量計の翼車の回転モー

には問題があった。 FCI0換気量計は熱線型換気流 メントや熱線流量計のセンサーの熱的なレスポンス

計調|月号であり、定常流が流れる回路中に持入しでも の返れ、演算回路の時間遅延などが原因として考え

最初に定常流量を記憶させることで定常流量分の気 られる。 一回換気量については吸気flowを考慮せず

流を差し引いて換気量を測定できる利点を持ってい に行なった検討では、 一回換気量の増大に伴い誤差

る。今回、その精度について検討したので報告する。 の絶対値が糟大したが、吸気flowを一定にした検討

【方法】まず、 2Lの大容量シリンジを用い、対 では、一回換気量の増大に伴い誤差が減少した。こ

照として用いるライト換気量計の較正を行なった。 の場合、吸気持聞が延長していることになり、ライ

FCI0の精度検定は、ベネ ッ ト7200aを用いて作製し ト換気流計の翼車が回転を始めるときの静止摩擦抵

た吸気fl ow を直 ~I) に接続 した FC10及び較正したラ 抗による誤差の減少や熱線型流量計のセンサーに存

イト換気量計で測定することで行なった。ベネ ット 在する熱的レスポンスの遅れによる誤差の減少をも

7200aの設定は一回換気量 100，300，500，700ml、吸 たらすものと考えられる。今回はFCI0とライト換

気flow20，30， 401/m inと変化させ酸素濃度は、 21% 気量計の測定比が上昇して 1に近づいたことから熱

とした。次にFC10の部分にのみ男1)の流量計で作製 線型流量計の誤差が減少したのが主原因と考えられ

した定常流を10，20，301/min付加して同様の測定を る。定常流の影響について一定の傾向は見られなかっ

行ない、定常流がFCI0の精度に及ぼす影響を調べ た。これは、熱線流量計の直線化演算回路に問題が

た。統計学的検討は分散分析で行ない、危険率 5% あることが最も考えられるがFClOのフローセンサー

以下を有意とした。 に付属している金属メッシュによって起こる乱流の

【結果】はじめに、吸気flowが精度に及ぼす影響 影響があることも否定できない。また、今回の結果

を調べた。すべての場合においてFCI0の表示はラ からは10l/min程度の定常流よりも20-301/minの定

イト換気量計で測定された値を下回り、吸気flowが 常流を使用したほうがデータのばらつきが小さく抑

大きくなるに従ってその誤差は有意に大きくなった。 さえられるものと思われた。

また、各吸気flowにおいて、換気量の大きいもの、 【結語】 FCI0換気量計の精度検定を行なった。

つまり吸気時聞が長いものほど精度が高くなる傾向 ライト換気量計に比べFCI0は小さい値を示した。

にあった。次に一回換気量の大小が測定精度に及ぼ その時の誤差は平均10%、最大20%であった。吸気

す影響を調べた。一回換気量の増大に伴って、 flow及び一回換気量が楠大するとさらに小さい伎を

FCI0の表示はライト換気量計の表示よりも有意に 示した。定常流を付加すると測定換気量に影響があっ

漸減した。 FCI0の表示とライト換気量計の表示の たが 20 -3 Ol/minのときに測定値の分散が一番

誤差は平均で10%、最大で20%であった。最後に、 小さかった。少ない一回換気量では、定常流の影響

付加する定常流が測定一回換気量に及ぼす影響を認 が大きくなった。


